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●登録ＤＭＯ（H30.3現在）
・広域連携DMO：7件

ex（公社）北海道観光振興機構
・地域連携ＤＭＯ：39件

ex（公社）とやま観光推進機構
・地域ＤＭＯ：24件

ex（公社）京都市観光協会

●日本版ＤＭＯの役割、多様な関係者との連携

・地域の「稼ぐ力」を引き出すとともに、地域への誇りと愛着を醸成する「観光地経営」の視点で、多様な関
係者と協働しながら、観光地域づくりを実現するための戦略を策定し、実施するための調整機能を備えた法人。

・登録法人に対し、関係省庁連携支援チームを通じ支援。H30.3現在、70法人を登録。

観光振興 ③日本版ＤＭＯ登録制度

※観光庁ＨＰより

●ＤＭＯ登録手続きの流れ
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・観光戦略実行推進タスクフォース（内閣官房長官、国土交通大臣、関係閣僚等出席）における有識者の
意見等を踏まえ、政府の今後１年を目途とした取り組みを｢観光ビジョン実現プログラム2018｣として策定。

・主要施策として、｢景観の優れた観光資産の保全・活用による観光地の魅力向上｣等がある。
・関連施策として、「日本風景街道」の取り組みの推進も位置づけられている。

観光振興 ④観光ビジョン実現プログラム2018

※観光庁ＨＰより
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●ポータルサイトイメージ

・インフラに近づき、触れることのできる機会を提供。
・各地の取り組みをまとめたポータルサイト（H28.11開設）を国土交通省総合政策局が運営。

⑤インフラツーリズム観光振興
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●都市と農村の交流イメージ

・株式会社南信州観光公社
（長野県）

・ＮＰＯ法人東村観光推進
協議会（沖縄県）

・農山漁村地域において自然、文化、人々との交流を楽しむ滞在型の余暇活動。
・農林水産省と観光庁で「推進連絡会議」を運営。

⑥グリーン・ツーリズム観光振興

※農林水産省ＨＰより

●グリーン・ツーリズム体験プログラム例


